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プロフィール(しい　かずお)　4月27日(月)
午後6時45分　開会

◎会場案内　
地下鉄　都営三田線・大江戸線　春日駅下車1分　
東京メトロ丸の内線・南北線後楽園駅下車3分

主催　日本共産党台東地区委員会・台東区日本共産党後援会
　　　日本共産党文京地区委員会・文京区日本共産党後援会
　　　日本共産党中央地区委員会・中央区日本共産党後援会

　志位委員長は2月4日、衆院予算委員会で大企業による「派遣切り」問題
を取り上げました。3月末には12万5000人が職を失う(厚労省)、製造業だけ
で40万人が解雇される(業界団体）…志位質問はこうした事態に対して対応
能力を失っている大企業の無法ぶりを浮きぼりにしました。政府も“「偽装
請負」で働いていた期間も、実際に同じ職場であれば派遣期間とみなされる”
と始めて答弁し「派遣切り」を撤回させる道が見えてきました。
　また、志位委員長は、大企業が競って大量に「派遣切り」すれば、いっそ
う経済が悪化するとして批判したうえで、ルールある経済社会をめざし日本
経団連やトヨタ・いすゞなどの経営者へも「社会的責任」を果たすよう申し
入れなどもおこないました。

◎あいさつ

【都議2期・区議6期】

文京新聞 09年2月号外　日本共産党文京地区委員会は演説会について発表しました。文京新聞社発行　金森久城　文京区根津2-34-10

会場

日時

志位質問に対して政府は“「偽装請負」で働いていた
期間も、実際に同じ職場であれば派遣期間とみなされる”とはじめて答弁。
「派遣切り」をめぐる状況は一変しました。派遣労働者の多くがすでに“違
法状態”おかれ、“期間満了で解雇”どころか、ただちに直接雇用の対象とな
ることが明白になったのです。
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政府と大企業に「雇用を守れ」と迫る


